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研究成果の概要（和文）： 

本研究は,音楽科,図画工作科,家庭科,体育科の｢実技教科授業｣について,日韓比較調査研究

を通して,子どもたちの「学び」経験について明らかにすることを目的として行った。結果,日

韓の子どもたちの教科観は,実技各教科で授業経験構造から多くの共通点が存在している。しか

し,授業実践比較による子どもたちの授業評価から学習経験としての「学び」には相違が見られ, 

特に韓国の子どもたちには性差がみられることや教師の満足度との関係も日本と韓国で異なる

ことが明らかになった。 

 
研究成果の概要（英文）： 

The purpose of this research is to clarify lesson of the elementary school music of 

Japan and South Korea, arts, home, and Physical education about children's "learning" 

experience. As a result, children's subject view had many common features from lesson 

experience structure. However, in learning, it became clear from children's assessment 

of teachers by their students that a difference is seen. 
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１．研究開始当初の背景 
日本と韓国は教育課程が類似しており,特

に実技系教科は類似点が多い。また子どもの
様態も類似している点から,日本国内で実施
した実技教科の教科横断的研究の手法を用
いて,共通認識が可能な実技各教科の形成的
授業評価票を活用した授業研究を行うこと
によって,民間交流以上の教育における授業
実践交流の成果が予想される。本研究は,こ
れまでの「実技教科における授業評価の教科
横断的研究」（基盤研究 (C)(2)課題番号
13680317）,「実技教科と子どもの「遊び」
の日韓比較研究」(一般研究(C)課題番号
18530718)を継続・発展させた研究となった。 
 
２．研究の目的 

本研究の目的は,教育課程が比較的類似し
ている日本と韓国の音楽科,図画工作科,家
庭科,体育科という「実技教科」の教科横断
的研究として 1)実技教科各教科のカリキュ
ラムについて,日本,韓国それぞれで整理し,
各教科の共通点,特徴を明らかにし,共通し
た教育内容について,実技各教科の授業案を
計画する。2)計画された授業案について,形
成的授業評価票を活用した授業実践を行い,
授業目標と学習者が感じる授業実態にどの
ような問題が所在するのか,実技教科間にお
ける関連性や問題性,個別性について,日韓
比較をとおして解明する。3)そこで得られた
結果から,日韓共通認識のもと,授業実践交
流,講師交換授業実践,インターネットを活
用した交換授業実践など現場レベルでの授
業実践交流についても新しい国際交流の提
案をすることである。 
 

３．研究の方法 
(1)韓国初等学校実系教科の授業評価票の作
成 
 韓国の小学校 5,6年生約 1,500名を対象に
実技各教科授業に係る 50～53項目の調査を
実施し,因子分析を実施し,そこから形成的
授業評価票を作成した。 
(2)日本韓国実技系教科授業における子ども
の学び経験比較 
 日本韓国ともに実技各教科授業を 8時間程
度計画･実践し,毎時間子どもに授業評価を

実施し,子どもの学びの経験分析を行った。 
４．研究成果 

(1) 韓国初等学校実系教科の授業評価票の
作成 

1)韓国小学生への調査を教科ごとに因子分

析を行い,音楽科6因子（53項目）,美術科7因

子（52項目）,実科（日本の家庭科にあたる）

8因子（50項目）,体育科6因子（52項目）が抽

出された。また抽出された因子の中で実技４

教科に共通する因子もあることが明らかにな

った。 

2)実技各教科で抽出された各因子は,「よい

授業である」「教師の指導性」とすべての因

子で有意な関係が認められた。また「よい授

業である」「教師の指導性」への各因子の影

響度は教科で異なることが明らかになった。 
3)実技各教科の因子分析の結果から,毎時

間の授業実践で有効に活用するために各因
子から 1～2項目ずつ選択し,実技各教科の授
業評価票（案）の作成を行った。 
(2)日韓実技系教科授業における子どもの学
び経験比較 

1)実技教科授業経験構造からみた子ども
の教科観 

日韓の実技系教科授業の子どもの授業経
験構造から,音楽で 5因子（日本 7,韓国 6）,
美術（図画工作）で 6因子（日本 6,韓国 7）,
実科（家庭）で 4因子（日本 6,韓国 8）,体
育で 3因子（日本 6,韓国 6）が共通した因子
として認められ,子どもたちに共通した教科
観が存在することを示唆している。日韓すべ
ての教科に共通した因子として「学び方」「ま
もる」因子が認められ,日韓の実技系授業の
子どもたちに共通して学習方法や約束事な
どが経験されていることが明らかになった。 
2)実教科授業実践における子どもたちの

「学び」の経験比較 
単元を通した子どもたちの授業評価につ

いて,日本の子どもたちの授業評価は,どの
教科も単元進行にともなって徐々に上がっ
ていったのに対し,韓国の子どもたちの授業
評価は,どの教科も横ばいで推移している。
日韓各教科の授業で,実際に子どもたちが学
びや経験に相違がみられる。 

日本の子どもたちは,単元進行に伴って学
習内容を認識し,単元目標の達成に向けて
徐々に理解や興味が高まっていく学習をし
ていると考えられる。一方,韓国の子どもた
ちは,1 時間 1 時間の授業で学習が完結し,授
業計画全体のつながりや授業全体の目標達

表1　実践授業概要
教科 国別 学年 人数 時間 教材

日本 5年生 29名(男14.女15） 5時間 表現(歌唱）
韓国 5年生 30名(男17.女13) 8時間 表現
日本 4年生 41名（男18.女23) 8時間 表現(造形）
韓国 5年生 31名(男15.女16） 8時間 表現（空間）
日本 5年生 31名(男15.女16） 8時間 調理基礎
韓国 6年生 27名（男15.女12) 8時間 生活用品作成
日本 6年生 32名（男16.女16） 6時間 体ほぐし
韓国 6年生 27名（男16.女11） 8時間 ソフトバレーボール

音楽

図画工作

家庭

体育

因子 音楽 美術 実科 体育
1 表現 情意 意欲 技能
2 関わり 学び方 価値 関わり
3 楽しさ 意欲 関わり 学び方
4 学び方 表現 有能感 まもる
5 まもる 関わり 学び方 体力
6 技能 まもる まもる めあて
7 価値 課題解決
8 技能

表2 　教科因子表



 

  

成に向けた学習として認識されておらず,日
韓で単元としての授業計画の様相が異なる
ことが明らかになった。 

また子どもの授業評価による性差につい
て,日本の子どもたちの授業評価からは各教
科とも性差はあまりみられなかったが,韓国
の子どもたちの授業評価では美術の前半や
体育を除いた音楽,実科,美術の後半で性差
がみられた。これは教科特性とともに実技教

科の学習形態も関係していると考えられる。
日本,韓国ともに各実技教科の学習は,男女
共習であるが,授業場面では日本は男女混合,
韓国は男女別々のグループで学習されてい
ることの影響や学習内容による興味の差異
などジェンダー観の相違が日韓で見られる。 
3）子どもの授業評価と教師の満足度の関

係 
教師の満足度と子どもの授業評価が一致

することは重要であり,今回の実践授業の子
どもによる授業評価(単元平均)と教師の満
足度（割合を 3 点法に換算）の関係(<図 5>
参照)を検討したところ,教科として体育は
子どもの授業評価と教師の満足度の関係に
ずれが生じにくい教科であることが明らか
になり,国別として,日本は子どもの授業評
価と教師の満足度が概ね一致しているが,韓
国は子どもの授業評価と教師の満足度にず
れが認められた。 

(3)日韓国際シンポジウム 
日韓実技教科授業実践の結果分析につい

て,日韓の研究者によるシンポジウム（「日韓
国際シンポジウム」2012.02.03）を開催し,
日韓実技教科授業の特徴や実技教科の関連
性,個別性などについて討議を行った。さら
に韓国・春川教育大学を訪問し,近年の韓国
の教育事情について情報収集を行った。これ
までの日韓教育比較研究についての活動や
成果についてウェブページを日本語と韓国
語で作成し,公表している。 
（http://nikkankyokakyouiku.info） 
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<図1> 音楽授業評価比較
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<図2> 美術授業評価比較

全体 男子 女子

日本 韓国

 

<図5>子どもの授業評価と教師の満足度の関係
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